


日産車両状態証明書の見方

（１）総合評価点

（２）外装評価
評価点

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

評価基準

キズ･へこみ等は少なくダメージの無い大変良好な状態です。

気になるキズ･へこみ等が少なく良好な状態です。

多少のキズ･へこみ等はあるが中古車としては標準です。

目立つキズ･へこみ等があります。

全体的にキズ･へこみ等があります。

記号

Ａ

Ｕ

Ｂ

Ｐ

Ｗ

意味

線キズ

へこみ

キズを伴うへこみ

色あせ・塗装はがれ

修理あと

記号

Ｓ

Ｃ

Ｇ

ＸＸ

Ｘ

意味

サビ

腐食

Ｆガラス点キズ

交換済み

要交換※

数値

１

２

３

４

程度

小程度

中程度

大程度

３を超えるもの

（３）内装評価
評価点

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

評価基準

ほぼダメージが無く大変良好な状態です。

少ないダメージはあるが良好な状態です。

多少のダメージはあるが標準として使用できる状態です。

気になるダメージがあり多少の加修が必要となる場合があります。

部品交換等を必要とするダメージがあります。

総合評価点

Ｓ

６

５

４.５

４

３.５

３

２

１

Ｒ

評価基準イメージ

ほぼ新車に近い状態です。

中古車としては最も良好な状態です。

内･外装がきれいな状態です。

キズ･へこみ等が少なく良好な状態です。

キズ･へこみ等はあるが比較的良好な状態です。

大小のキズ･へこみ等がある状態です。

気になるキズ･へこみ等が多数ある状態です。

大小の目立つキズ･へこみ等が、ほぼ車両全体にある状態です。

冠水車等の特別瑕疵がある車両です。

修復歴がある車両です。

走行距離

１万キロ以内

３万キロ以内

５万キロ以内

１０万キロ以内

１５万キロ以内

経過年数

新車登録後1年未満

新車登録後３年未満

1.評価点について
車両にある瑕疵の状態と経過月数・走行距離により、5段階の外装評価、5段階の内装評価、10段階の総合評価に
よって表示します。

2.修復歴について
交通事故その他の災害により、車体の骨格部位に欠陥を生じたもの。又は、その部位を交換もしくは修正することに
より復元されたものをいい、その評価は、一般社団法人日本自動車査定協会が定める修復歴判断基準に準じ、修復歴
の有無及び部位を記載するものとします。

3.使用記号について
車両展開図に記号と数値を組合せて表示します。

注意事項
1.車両の検査は非分解の状態で目視にて行っています。
2.車両展開図に記載出来ない瑕疵の場合は、備考欄に表記されます。
3.車両状態証明書に記載された内容については、表記の販売店において表記の証明書発行日時点の査定結果を示すものです。

※「X」は要交換の部位を表す際に使用しますが、以下の対象部位に用いる場合は割れ・補修跡がある事を表し、使用方法が異なります。
◆対象部位…ガラス ･ バンパー ･ 幌 ･ スクリーン

+


